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調
査
報
告

日
蓮
聖
人
種
姓
考
と
阿
波
忌
部
族
伝
承
の
調
査

（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
嘱
託
）

石

川

修

道

●
調
査
日
時

平
成
十
八
年
五
月
十
六
日
（
火
）

十
八
日
（
木
）

●
現
地
調
査

徳
島
県
内
史
跡
及
び
日
蓮
宗
寺
院

阿
波
神
社
、
勝
瑞
城
、
徳
島
城
趾
、
大
麻
比
古
神
社
、
忌
部
神
社
、

本
行
寺
、
善
学
寺
、
法
華
寺
、
清
水
寺
、
霊
山
寺
、
薬
王
寺

●
聞
取
調
査

林
博
章
氏
（
鳴
門
工
業
高
校
社
会
科
教
諭
）

●
案

内

大
塚
教
行
徳
島
県
宗
務
所
長

●
調
査
員

伊
藤
立
教
主
任
、
渡
辺
観
良
所
員
、
石
川
修
道
嘱
託

五
月
十
六
日
（
火
）

羽
田
空
港
を
午
前
十
時
十
五
分
発
、
徳
島
空
港
に
十
一
時
三
十
分
到
着
。
大
塚
教
行
徳
島
県
宗
務
所
長
の
出
迎
え
を
受
け
、
昼
食
後
、

阿
波
忌
部
（
い
ん
べ
）
族
の
祖
神
「
天
太
玉
命
（
ア
マ
ノ
フ
ト
ダ
マ
ノ
ミ
コ
ト
）」
を
奉
斎
し
た
阿
波
神
社
を
訪
れ
る
。
天
太
玉
命
の
孫

に
当
る
「
天
富
命
（
ア
マ
ノ
ト
ミ
ノ
ミ
コ
ト
）」
は
、
崇
神
天
皇
の
第
二
王
子
で
あ
る
。
古
代
、
神
武
天
皇
の
東
国
開
発
の
命
に
よ
り
、
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阿
波
忌
部
族
を
率
い
て
、
阿
波
よ
り
紀
州
・
梶
取
か
ん
ど
り

崎
、
駿
河
の
御
前
崎
、
下
田
の
妻
良
め

ら

を
経
て
、
安
房
の
館
山
・
布
良
め

ら

に
上
陸
し
た
の

が
、
天
富
命
で
あ
る
。
そ
し
て
天
津
小
湊
の
清
澄
山
頂
上
に
登
り
、
太
平
洋
の
海
岸
を
望
み
、
船
団
の
動
向
を
監
視
し
、
指
揮
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
。

阿
波
神
社
は
、
第
八
十
三
代
土
御
門
天
皇
を
奉
祀
し
て
い
る
。
土
御
門
帝
は
、
後

鳥
羽
天
皇
の
第
一
皇
子
（
為
仁
親
王
）
で
、
承
久
の
乱
（
一
二
二
一
年
）
に
は
、
後

鳥
羽
上
皇
は
隠
岐
へ
、
順
徳
上
皇
（
第
三
皇
子
・
守
成
親
王
）
は
佐
渡
へ
配
流
さ

れ
、
土
御
門
上
皇
の
み
都
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
由
と
せ
ず
、
自
ら
同
年
十
一
月
土
佐

の
畑
に
遷
幸
さ
れ
た
。
北
条
幕
府
は
御
帰
京
を
す
す
め
ら
れ
た
が
、
応
じ
ら
れ
な
い

た
め
、
せ
め
て
少
し
で
も
都
に
近
い
所
と
し
て
、
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）、
ご
駐

留
一
年
半
後
、
阿
波
に
ご
遷
幸
さ
れ
、
九
年
間
御
滞
在
さ
れ
、
寛
喜
三
年
（
一
二
三

一
）
十
月
十
一
日
、
三
十
七
歳
で
崩
御
さ
れ
、
御
火
葬
さ
れ
た
。
そ
の
火
葬
塚
及
び

陪
塚
は
大
鳥
居
の
西
方
に
位
置
し
て
い
る
。

四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
の
第
一
番
札
所
、
霊
山
寺
（
り
ょ
う
ぜ
ん
じ
）
を
訪
ね

る
。
奈
良
時
代
に
僧
行
基
が
聖
武
天
皇
勅
願
の
道
場
と
し
て
開
か
れ
た
。
八
十
八
ヶ

所
霊
場
の
中
で
、
本
尊
「
釈
迦
牟
尼
如
来
」
は
当
寺
の
み
で
あ
る
。

平
成
十
三
年
一
月
二
十
九
日
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
「
勝
瑞
城
跡
」
と
「
勝

瑞
館
跡
」
を
訪
ね
る
。
藍
住
町
勝
瑞
は
、
室
町
時
代
後
半
に
阿
波
国
守
護
・
細
川
氏

が
守
護
所
を
置
い
た
地
で
あ
る
。
戦
国
時
代
に
は
細
川
氏
に
代
わ
っ
て
実
権
を
握
っ

た
三
好
氏
が
館
を
構
え
、
阿
波
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
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三
好
氏
の
遠
祖
は
、
甲
斐
国
波
木
井
家
の
縁
者
、
小
笠
原
長
生
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
に
阿
波
国
の
守
護
と
な
っ
た
小
笠
原
氏
は
、
三
好

郡
内
に
住
し
、「
三
好
」
姓
を
名
乗
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
三
好
家
々
紋
の
「
三
階
菱
」
は
、
小
笠
原
家
々
紋
を
継
承
し
た
も

の
で
あ
る
。
戦
国
乱
世
を
生
き
た
三
好
家
の
人
々
は
、
三
好
之
長
（
ゆ
き
な
が
）、
三
好
元
長
（
も
と
な
が
）、
三
好
長
慶
（
な
が
よ
し
）

に
代
表
さ
れ
る
。
三
好
之
長
（
長
輝
）
は
、
阿
波
国
守
護
の
細
川
成
之
（
し
げ
ゆ
き
）
に
従
っ
て
京
都
上
洛
し
た
人
物
で
あ
る
。
之
長
の

孫
と
な
る
三
好
元
長
は
細
川
持
隆
、
足
利
義
維
、
細
川
晴
元
を
擁
し
て
堺
に
上
陸
、
堺
幕
府
を
成
立
さ
せ
る
（
一
五
二
七
年
）。
三
好
元

長
は
山
城
国
下
五
郡
の
守
護
代
と
な
り
京
都
を
支
配
す
る
。
三
好
長
慶
は
元
長
の
長
子
。
将
軍
足
利
義
輝
（
よ
し
て
る
）
を
京
に
迎
え
、

幕
府
の
実
権
を
握
り
、
三
人
の
弟
（
義
賢
、
冬
康
、
一
存
）
と
共
に
畿
内
か
ら
四
国
に
か
け
て
大
勢
力
を
築
き
、
三
好
氏
の
全
盛
期
を
確

立
し
た
。
三
好
長
慶
が
十
四
歳
の
天
文
五
年
（
一
六
三
六
）、
京
都
の
法
華
宗
寺
院
は
焼
き
払
わ
れ
た
。（
天
文
法
難
）

日
蓮
宗
と
阿
波
三
好
家
の
関
係
は
、
三
好
長
慶
の
弟
・
義
賢
が
日
蓮
宗
・
京
都
頂
妙
寺
の
油
屋
日

に
帰
依
、
義
賢
の
子
息
た
る
三
好

長
治
の
阿
波
国
法
華
教
化
に
騒
動
が
起
こ
っ
た
。
日

師
は
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
に
堺
で
生
ま
れ
、
比
叡
山
で
学
び
、
の
ち
日
蓮
思

想
と
出
会
い
日
蓮
法
華
宗
と
な
り
、
三
好
義
賢
を
教
化
し
た
。
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
の
こ
と
で
あ
る
。
義
賢
は
出
家
し
、
実
休
（
茶

人
号
）
と
号
し
た
。
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
に
は
、
実
休
の
発
願
に
よ
り
堺
の
妙
国
寺
が
開
基
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
八
年
後
の
天
正

三
年
（
一
五
七
五
）
十
月
に
は
、
阿
波
で
勝
瑞
宗
論
が
あ
り
、
日
蓮
宗
と
真
言
宗
の
対
論
が
あ
っ
た
。
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
に
は
安

土
城
天
守
が
完
成
、
織
田
信
長
の
も
と
浄
厳
院
で
安
土
宗
論
が
行
わ
れ
、
日

は
浄
土
宗
の
貞
安
と
宗
論
を
戦
っ
た
。
三
好
長
治
は
阿

波
・
勝
瑞
城
下
に
本
行
寺
・
本
覚
寺
を
開
き
、
本
行
寺
に
は
三
好
長
治
の
墓
所
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

現
在
の
勝
瑞
城
跡
に
は
岩
倉
（
今
の
美
馬
市
）
の
宝
珠
寺
が
城
下
に
移
り
、
江
戸
時
代
中
期
に
勝
瑞
城
跡
に
見
性
寺
（
禅
宗
）
と
改
め

て
移
さ
れ
た
。
三
好
義
賢
は
茶
人
と
し
て
「
実
休
（
じ
っ
き
ゅ
う
）」
と
い
う
号
で
茶
道
史
上
に
名
を
残
し
、
茶
を
通
し
て
堺
と
三
好
家

を
結
び
つ
け
、
の
ち
の
居
城
・
高
屋
城
で
千
利
休
な
ど
と
茶
会
を
催
し
て
い
る
。
当
時
、
茶
の
湯
の
大
成
者
・
武
野
紹
鴎
（
た
け
の
じ
ょ

う
お
う
）
は
「
名
物
」
と
呼
ば
れ
る
茶
器
、
茶
道
具

点
を
所
有
し
、
茶
人
・
三
好
義
賢
「
実
休
」
は
、
当
時
二
番
目
に
多
い
五
十
点
を
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所
有
し
て
い
た
と
伝
え
る
。

法
華
宗
本
門
流
・
正
法
寺
、
徳
島
城
趾
公
園
、
真
言
宗
清
水
寺
（
貫
名
菘
翁
す
お
う

の
生
家
・
吉
井
家
墓
所
）、
本
行
寺
（
三
好
長
治
の
菩
提

寺
）
を
訪
問
調
査
。

そ
の
後
、
鳴
門
工
業
高
校
社
会
科
教
諭
林
博
章
氏
よ
り
、「
日
本
各
地
を
開
拓
し
た
阿
波
忌
部
の
足
跡
」
を
聞
き
取
り
調
査
す
る
。

徳
島
県
に
流
れ
る
吉
野
川
中
域
は
、
阿
波
忌
部
族
が
住
し
た
聖
地
で
あ
る
。
平
成
十
六
年
十
月
に
平
成
大
合
併
し
た
吉
野
川
市
は
、
そ

の
前
身
が
麻
植
郡
（
お
え
ぐ
ん
）
で
あ
る
。
阿
波
忌
部
族
の
東
国
開
拓
神
話
は
、
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
に
斎
部
広
成
が
記
し
た
『
古
語

拾
遺
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

「
天
富
命
を
し
て
（
天
）
日
鷲
命
が
孫
を
率
て
、
肥よ

饒
き
地
と
こ
ろ

を
求ま

ぎ
て
、
阿
波
国
に
遣
は
し
て
、
穀
（
か
ぢ
）
・
麻
の
種
を
殖
え
し

む
。
其
の
裔
（
す
え
）、
今
彼
の
国
に
在
り
。
大
嘗
（
お
お
み
に
へ
）
の
年
に
当
り
て
、
木
綿
（
ゆ
う
）
・
麻
布
（
あ
ら
た
へ
）
及
種
種

（
く
さ
ぐ
さ
）
の
物
を
貢
（
た
て
ま
つ
）
る
。
所
以
に
郡
の
名
を
麻
植
（
お
え
）
と
為
（
す
）
る
縁
（
こ
と
の
も
と
）
な
り
。
天
富
命
、

更
に
沃
き
壌
（
よ
き
と
こ
ろ
）
を
求
ぎ
て
、
阿
波
の
斎
部
（
い
ん
べ
）
を
分
ち
、
東
の
土
（
く
に
）
に
率
往
（
ゐ
ゆ
）
き
て
、
麻
・
穀
を

播
殖
う
。
好
き
麻
生お

ふ
る
所
な
り
。
故
、
総
国
（
ふ
さ
の
く
に
）
と
謂
ふ
。
穀
（
か
ち
）
の
木
生
ふ
る
所
な
り
。
故
、
結
城
郡
（
ゆ
う
き

の
こ
ほ
り
）
と
謂
ふ
。
古
語
に
麻
を
総
（
ふ
さ
）
と
謂
ふ
。
今
、
上
総
、
下
総
の
二
国
と
為
す
、
是
な
り
。
阿
波
の
忌
部
の
居
る
所
、
便

ち
安
房
郡
と
名
付
く
。
今
の
安
房
国
、
是
な
り
。
天
富
命
、
即
ち
其
地
（
そ
こ
）
に
太
玉
命
（
ふ
と
だ
ま
の
み
こ
と
）
の
社
を
立
つ
。
今

安
房
社
と
謂
ふ
。
故
、
其
の
神
戸
（
か
ん
べ
）
に
斎
部
（
い
ん
べ
）
氏
有
り
。」

『
古
語
拾
遺
』
は
、
従
五
位
下
で
あ
っ
た
斎
部
宿
弥
広
成
（
い
ん
べ
す
く
ね
ひ
ろ
な
り
）
が
平
城
天
皇
に
撰
上
し
た
書
で
あ
り
、
中
臣

氏
の
勢
力
に
対
抗
し
、
忌
部
の
立
場
よ
り
、
忌
部
族
の
伝
承
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
阿
波
忌
部
族
は
、
麻
・
穀
（
か
じ
）
・
粟
・
養

蚕
・
製
紙
・
農
業
・
織
物
や
、
音
楽
に
携
わ
る
技
術
集
団
で
あ
る
。
忌
部
と
は
「
穢
れ
を
忌
み
嫌
い
、
神
聖
な
仕
事
・
祭
祀
に
従
事
す
る

集
団
」
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
更
に
は
海
洋
民
で
あ
り
、
そ
の
行
動
か
ら
鉱
物
・
鉄
資
源
の
開
拓
も
荷
負
っ
て
い
る
。
吉
野
川
流
域
の
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忌
部
族
古
墳
「
拝
原
東
遺
跡
」「
前
田
遺
跡
」
に
鍛
冶
遺
構
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。「
延
喜
式
、
大
殿
祭
の
祝
詞
」
に
は
、
忌
部
は
「
天
つ

璽
（
じ
）
の
剣
・
鏡
を
捧
げ
持
ち
た
ま
ひ
て
」。「
神
祇
令
・
践
祚
条
」
に
は
「
凡
そ
践
祚
の
日
に
は
、
中
臣
、
天
神
の
寿
詞
よ
こ
と

奏
せ
よ
。
忌

部
、
神
璽
の
鏡
・
剣
上
れ
」、『
古
語
拾
遺
』
の
「
践
祚
大
嘗
祭
（
せ
ん
そ
だ
い
じ
ょ
う
さ
い
）」
に
は
「
天
富
命
、
諸
の
斎
部
（
い
ん

べ
）
を
率
て
、
天
璽
の
鏡
・
剣
を
捧
げ
持
ち
て
、
正
殿
に
安
き
奉
り
」
と
記
さ
れ
、
忌
部
族
は
、
天
皇
家
の
神
宝
で
あ
る
「
鏡
」
・

「
剣
」
を
作
る
役
割
を
有
し
て
い
た
。「
三
種
の
神
器
」
で
な
く
「
二
種
の
神
宝
説
」
が
忌
部
伝
承
の
中
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
出
雲

の
「
勾
玉
（
ま
が
た
ま
）」
を
制
作
す
る
に
つ
き
、
阿
波
吉
野
川
流
域
の
砥
石
（
結
晶
片
岩
及
び
紅
簾
庁
石
）
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
眉

山
や
高
越
山
が
そ
の
産
地
と
考
え
ら
れ
る
。
出
雲
玉
作
を
指
導
し
た
技
術
を
忌
部
族
は
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
忌
部
族
は
大

和
王
権
成
立
後
、
天
皇
即
位
の
大
嘗
祭
に
、
天
皇
着
用
の
麻
布
「
麁
服
（
あ
ら
た
え
）」
を
貢
進
す
る
役
を
負
っ
て
い
る
。
忌
部
の
長

（
お
さ
）
で
あ
る
旧
美
馬
郡
小
屋
平
貢
の
国
重
要
文
化
財
に
当
る
三
木
家
の
『
三
木
家
文
書
』
に
よ
る
と
、
麁
服
奉
仕
者
は
「
御
殿
人

（
あ
ら
か
ん
ど
）」
十
三
名
が
忌
部
族
か
ら
選
定
さ
れ
、
京
・
宮
中
御
所
へ
運
搬
し
、
麻
布
を
織
る
「
御
衣
人
（
み
ぞ
び
と
）」
も
忌
部
の

人
々
で
あ
る
。

平
成
二
年
の
今
上
（
平
成
）
天
皇
の
大
嘗
祭
に
も
、
山
川
町
の
「
忌
部
神
社
」
か
ら
「
麁
服
（
あ
ら
た
え
）
が
貢
進
さ
れ
、
そ
の
時
の

織
機
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。
麁
服
貢
進
の
史
料
は
、
右
大
臣
藤
原
実
資
の
『
小
右
記
』、
右
大
臣
藤
原
忠
信
の
『
山
塊
記
』、
権
中
納
言
藤

原
長
兼
の
『
三
長
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
如
く
、
高
い
文
化
と
技
術
を
有
し
た
忌
部
の
祖
・
天
富
命
は
、
阿
波
国
に
麻
や
穀
（
か
ぢ
）
を
植
え
て
麻
植
郡
を
開
拓
し
た
。

神
武
天
皇
は
海
洋
民
で
あ
る
阿
波
忌
部
族
の
支
援
を
受
け
て
、
海
路
案
内
よ
ろ
し
く
紀
州
よ
り
大
和
の
地
に
入
っ
た
。
大
和
の
地
に
導
い

た
「
珍
彦
（
う
ず
ひ
こ
）」、
の
ち
の
大
和
国
造
の
一
面
を
忌
部
族
は
有
し
て
い
た
。
そ
の
天
富
命
が
天
日
鷲
命
な
ど
の
忌
部
族
を
率
い
て

黒
潮
に
乗
り
、
東
国
の
房
州
安
房
に
上
陸
し
、
故
郷
の
「
阿
波
」
と
同
じ
表
音
の
「
安
房
（
ア
ワ
）」
と
名
付
け
た
の
で
あ
る
。
で
あ
る

か
ら
、
房
州
安
房
に
は
、
西
国
阿
波
人
・
忌
部
族
の
人
々
の
思
考
方
法
、
信
仰
体
型
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
安
房
国
に
鎌
倉
時
代
、
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生
を
受
け
た
の
が
日
蓮
聖
人
で
あ
る
。

清
澄
山
は
、
天
富
命
の
墓
所
又
は
顕
彰
塚
（
廟
所
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
仏
教
が
房
州
に
弘
教
さ
れ
て
、
清
澄
寺
が
不
思
議
法
師
に

よ
り
建
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
清
澄
山
の
山
頂
に
天
富
神
社
が
、
明
治
時
代
の
神
仏
分
離
令
ま
で
祀
ら
れ
て
い
た
。

五
月
十
七
日
（
水
）

ホ
テ
ル
を
九
時
出
発
。
雨
の
中
、
大
塚
教
行
所
長
の
運
転
に
よ
り
、
海
部
町
法
華
寺
へ
向
う
。
途
中
、
西
国
札
所
二
十
三
番
の
薬
王
寺

に
寄
る
。
罪
障
消
滅
の
た
め
に
「
捨
て
銭
」
の
風
習
が
あ
り
、
参
道
の
階
段
に
は
小
銭
が
撒
か
れ
て
い
る
。
あ
と
か
ら
来
た
人
は
、
そ
の

小
銭
を
拾
う
と
他
人
の
罪
障
も
拾
う
こ
と
に
な
り
、
禁
断
さ
れ
て
い
る
。
午
前
十
一
時
三
十
分
、
海
南
町
の
法
華
寺
（
萱
間
顕
誠
住
職
）

に
到
着
。
法
華
寺
は
、「
日
蓮
聖
人
御
自
作
一
木
三
体

の
霊
場
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
身
延
山
二
十
一
世
寂
照

院
日
乾
師
が
四
国
弘
教
の
砌
、
宗
祖
御
自
作
の
祖
師
像

を
携
え
て
、
徳
島
市
法
華
村
に
一
堂
を
建
立
し
た
が
、

天
正
八
年
、
長
曽
我
部
元
親
の
乱
に
よ
り
、
堂
宇
は
焼

失
、
尊
像
は
疵
つ
け
ら
れ
、
河
に
捨
て
ら
れ
た
。
紀
伊

水
道

蒲
生
田
岬

太
平
洋
と
流
れ
、
高
知
県
と
の
県

境
に
近
い
鞆
浦
の
手
倉
海
岸
で
発
見
さ
れ
、
法
華
寺
が

建
立
さ
れ
た
。
大
阪
府
和
気
町
の
妙
泉
寺
、
島
根
県
日

野
郡
阿
毘
縁
の
解
脱
寺
奉
安
の
祖
師
が
「
一
木
三
体
の

霊
宝
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
萱
間
住
職
の
研
究
「
日
蓮

■■鳥取
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聖
人
と
、
も
う
一
つ
の
阿
波
の
国
」
を
拝
聴
す
る
。

徳
島
市
弓
町
一
丁
目
に
あ
る
貫
名
菘
翁
（
す
お
う
）
生
誕
地
を
訪
ね
る
。
遠
州
貫
名
よ
り
房
州
安
房
小
湊
に
移
っ
た
貫
名
家
が
、
日
蓮

聖
人
の
家
系
で
あ
る
。
貫
名
一
族
全
員
が
安
房
に
移
っ
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。
遠
州
に
残
っ
た
貫
名
家
は
戦
国
時
代
、
今
川
義
元
に
仕
え

て
い
る
。
そ
の
後
、
今
川
家
の
内
紛
に
巻
き
込
ま
れ
、
貫
名
家
は
、
今
川
家
を
脱
藩
し
、
陸
路
、
海
路
を
経
て
、
土
佐
（
高
知
県
）
の
吉

井
浜
に
上
陸
、「
吉
井
」
姓
を
名
乗
る
こ
と
に
な
る
。
土
佐
中
村
の
領
主
・
一
條
家
に
仕
官
し
、
の
ち
阿
波
（
徳
島
）
の
蜂
須
賀
家
に
仕

え
る
。
貫
名
菘
翁
（
す
お
う
）
の
父
は
、
蜂
須
賀
藩
で
小
笠
原
礼
法
を
教
授
す
る
吉
井
永
助
直
好
で
、
書
家
で
も
あ
る
。
母
は
、
高
野
山

出
身
で
画
家
の
矢
野
五
郎
常
博
の
女
で
あ
る
。
江
戸
時
代
末
、
吉
井
家
で
は
、
三
男
に
旧
姓
の
「
貫
名
」
を
名
乗
ら
せ
る
事
に
な
っ
た
。

そ
の
三
男
が
「
幕
末
・
書
の
三
筆
」
と
謳
わ
ら
れ
た
貫
名
菘
翁
で
あ
る
。
四
国
の
貫
名
家
に
も
、「
日
蓮
聖
人
は
我
々
貫
名
一
門
の
出
身

な
り
」
の
口
授
が
さ
れ
て
き
た
。

徳
島
市
善
学
寺
参
拝
、
大
塚
教
行
宗
務
所
長
の
自
坊
で
あ
る
。
開
山
は
善
学
院
日
形
、
開
基
檀
越
は
芝
原
城
主
・
赤
松
四
郎
左
衛
門
義

昌
。
三
好
長
治
に
よ
っ
て
真
言
宗
放
光
寺
を
改
宗
説
と
、
蜂
須
賀
家
政
の
入
府
に
伴
い
改
宗
し
た
と
の
二
説
あ
り
。
現
在
は
「
鬼
子
母
神

さ
ま
の
お
寺
」
と
し
て
有
名
。
貫
名
菘
翁
の
小
幅
書
を
拝
見
す
る
。

五
月
十
八
日
（
木
）

ホ
テ
ル
を
九
時
出
発
、
阿
波
国
の
一
宮
で
あ
る
「
大
麻
比
古
神
社
（
お
お
あ
さ
ひ
こ
じ
ん
じ
ゃ
）」
を
参
拝
。
祭
神
の
大
麻
比
古
大
神

は
、
忌
部
の
大
祖
・
天
太
玉
命
（
あ
ま
の
ふ
と
だ
ま
の
み
こ
と
）
と
同
神
で
あ
る
。
天
太
玉
命
の
孫
が
天
富
命
と
言
わ
れ
て
い
る
。

山
崎
の
忌
部
神
社
（
吉
野
川
市
山
川
町
忌
部
山
）
を
訪
れ
る
。
祭
神
は
天
日
鷲
命
（
あ
ま
の
ひ
わ
し
の
み
こ
と
）
で
あ
る
。
天
富
命
が

阿
波
か
ら
安
房
へ
渡
来
し
た
の
は
、
天
日
鷲
命
の
孫
「
由
布
津
主
命
（
ゆ
ふ
つ
ぬ
し
の
み
こ
と
）」
が
率
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

由
布
津
主
命
と
天
富
命
の
娘
「
飯
長
姫
」
が
結
ば
れ
て
、
安
房
忌
部
の
祖
と
な
る
「
堅
田
主
命
（
か
た
だ
ぬ
し
の
み
こ
と
）」
が
誕
生
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す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
忌
部
神
社
の
境
内
地
に
麻
が
植
え
ら
れ
、
機
織
さ
れ
た
の
が
、

天
皇
即
位
の
大
嘗
祭
に
使
用
さ
れ
る
「
麁
服
（
あ
ら
た
え
）」
で
あ

る
。忌

部
族
は
、
山
の
中
腹
よ
り
上
に
住
む
不
思
議
な
部
族
で
あ
る
。
阿

波
忌
部
の
長
（
お
さ
）
で
あ
る
小
屋
平
村
貢
の
国
重
要
文
化
財
で
あ
る

三
木
家
も
、
山
の
中
腹
よ
り
上
に
住
ん
で
い
る
。

忌
部
神
社
摂
社
「
岩
戸
神
社
」
境
内
に
あ
る
「
麻
笥
岩
（
お
ご

け
）」
は
、
日
本
書
紀
の
「
日
神
の
石
窟
幽
居
」
条
に
あ
る
「
誓
漕

（
麻
笥

お
け
）」
に
相
当
す
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。




